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本稿では、2001-2004年度の企業のパネルデータを用いて、経営効率に対するガバナ

ンス構造の効果を分析した。メインバンク、銀行依存度、労働組合、リストラ、教育訓

練などの経営効率に与える効果を経営者の出自を考慮に入れて分析を行ったが、経営者

の出自、属性によって、これらの変数の効果が異なることが明らかになった。 

分析結果としてが、次のようなことがいえる。まず、大きな発見としては、経営者の出

自、属性によって、銀行やメインバンク、労働組合などの経営効率に対する効果が異なる

ことが上げられる。銀行依存度は経営効率に対してプラスの効果を与えており、一般的に

言われるように、メインバンクの機能低下は見られずに、企業の効率性を引き上げている

といえる。メインバンクのモニタリングが機能しているようである。 
しかしながら、内部昇進企業や労働組合がある企業では、銀行の経営効率に対する効果

が他の企業に比して小さくなり、内部昇進企業でかつ労働組合がある企業の場合には銀行

依存度効果そのものがマイナスになっている。内部昇進企業でかつ労働組合のある企業で、

銀行依存度が TFPを引き下げているという結果は、内部昇進企業では労働組合の雇用維持
の圧力があるために、経営者がメインバンクに依存することにより雇用調整を遅らせ、そ

のことにより過剰雇用を抱えることになり、経営効率が低下していることを示唆している

のではないだろうか。 
 

 


